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今
號
は
白
川
靜
の
論
考
の
う
ち
、平
凡
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
白
川
靜
著
作
集
』

及
び
『
白
川
靜
著
作
集
別
卷
』
に
收
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（「
帝
の
觀
念
」「
衣

祀
考
」「
淮
戎
と
뗻
氏
諸
器
」）、
あ
る
い
は
、
同
じ
く
平
凡
社
よ
り
刊
行
の
『
白

川
靜
の
世
界
』（
Ⅰ
）
〜
（
Ⅲ
）
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
提
要
・
解
題
の
形
で
紹
介

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
（「
蔑
曆
解
」「
再
論
蔑
曆
」）、
文
字
學
の
研
究
動
向
や

自
身
の
研
究
手
法
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
（「
文
字
學
の
課
題
」）
を
取
り
上
げ

た
。
白
川
靜
の
一
般
向
け
の
著
書
だ
け
で
な
く
、
學
術
論
文
や
、
そ
の
研
究
史
の

中
の
位
置
づ
け
に
も
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
帝
の
觀
念
」

本
論
考
は
『
立
命
館
文
學
』
第
七
〇
・
七
一
・
七
二
號
（
一
九
四
九
年
）
に
掲
載

さ
れ
、
卜
辭
に
見
え
る
最
高
神
（
白
川
は
「
宇
宙
の
秩
序
者
」
と
呼
ぶ
）
で
あ
る

「
帝
（
ま
た
は
上
帝
）」
に
つ
い
て
、
そ
の
觀
念
の
成
立
過
程
を
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
周
代
に
お
け
る
天
の
思
想
を
考
え
る
上
で
、
そ
の
祖
型
と
し
て
帝

の
思
想
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

帝
の
字
源
に
つ
い
て
、呉
大
澂
は
金
文
に
見
え
る
「
▽
」
形
を
帝
の
初
文
と
し
、

「
帝
」
を
繁
文
と
す
る
。
ま
た
そ
の
字
源
を
花
蔕
の
形
と
す
る
。
し
か
し
、
白
川

は
字
形
や
卜
辭
の
用
法
な
ど
か
ら
呉
説
を
批
判
し
、葉
玉
森
の
學
説
を
紹
介
す
る
。

葉
玉
森
は
、「
▽
」
形
を
帝
と
は
別
個
と
し
て
「
示
」
と
し
、「
帝
」
に
つ
い
て

は
「
尞
」
に
字
源
が
近
く
、
薪
を
組
ん
だ
形
と
し
た
。
白
川
は
「
そ
の
ま
ま
で
は

贊
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（
五
二
頁
）
と
す
る
が
、「
文
字
構
成
の
要
素
の
上

に
幾
分
の
共
通
點
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
頁
）
と
し
、
帝
・
尞
の
用
法

か
ら
關
連
を
分
析
し
た
。
な
お
、
こ
う
し
た
字
形
・
字
義
の
共
通
點
か
ら
分
析
す

る
と
い
う
方
法
は
、
後
の
白
川
の
字
源
研
究
に
お
け
る
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。

尞
は
卜
辭
で
は
祭
祀
の
一
種
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
（
現
在
で
は
「
燎
」
と

も
釋
さ
れ
る
）、
ま
ず
白
川
は
そ
の
對
象
を
集
め
、
八
種
の
祭
祀
對
象
が
現
實
に

存
在
し
た
祖
先
で
は
な
く
「
超
越
的
な
も
の
」（
五
六
頁
）「
抽
象
神
」（
五
七
頁
）

で
あ
っ
た
と
す
る
。
具
體
的
に
は
、「
神
話
的
祖
神
」（
五
四
頁
）
で
あ
る
王
亥
・

の
ほ
か
、
廣
く
自
然
を
代
表
す
る
神
霊
と
し
て
の
土
・
河
・
嶽
・
䖵
・
日
月
風
・

東
母
西
母
の
六
種
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
古
典
の
用
例
や
卜
辭
の
字
形
か
ら
、「
王

者
の
統
一
者
と
し
て
の
性
格
に
對
應
す
る
統
一
的
抽
象
的
性
格
」（
五
八
頁
）
と

解
釋
し
、
こ
の
八
種
を
「
天
上
に
在
」（
五
九
頁
）
る
神
々
と
す
る
。

な
お
、
こ
の
分
析
と
併
せ
て
、
湯
王
を
實
際
の
始
祖
、
上
甲
〜
示
癸
（『
史
記
』

で
は
主
癸
）
が
架
上
さ
れ
た
世
系
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
同
年
に
發
表
さ
れ
た

古
文
字
學
研
究
文
獻
提
要

〝
白
川
靜
の
論
考
よ
り
〞
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一
二
八

「
殷
の
世
系
―
い
わ
ゆ
る
六
示
に
つ
い
て
―
」（『
説
林
』
五
輯
）
を
參
照
）

一
方
、「
帝
」
に
つ
い
て
も
祭
祀
と
し
て
の
用
法
が
あ
り
（
現
在
で
は
「
禘
」

と
も
釋
さ
れ
る
）、
白
川
は
帝
祭
の
對
象
が
尞
祭
に
ほ
ぼ
對
應
し
て
い
る
と
し
、

「
帝
」
が
祭
祀
の
内
容
・
性
質
を
表
し
、「
尞
」
が
祭
儀
形
式
を
示
す
語
と
見
な
し
、

両
者
に
「
内
面
的
な
關
連
」（
六
〇
頁
）
を
認
め
た
。

そ
し
て
、「
帝
」
は
本
来
祭
祀
の
呼
称
で
あ
っ
た
も
の
が
、
八
種
の
神
々
が
帝

祭
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
や
が
て
祭
る
行
爲
が
祭
ら
れ
る
對
象
を
意
味
す

る
や
う
に
な
り
、
帝
と
よ
ば
れ
た
」（
六
三
頁
）
と
す
る
。
さ
ら
に
、
統
一
者
的

な
性
格
を
持
つ
八
種
諸
神
が
「
よ
り
高
次
の
も
の
へ
と
統
一
」（
六
三
頁
）
さ
れ
、

最
高
神
と
し
て
の
「
帝
（
ま
た
は
上
帝
）」
に
な
っ
た
と
解
釋
し
た
。
つ
ま
り
、

本
来
は
究
極
的
な
統
一
者
に
「
對
ふ
も
の
」（
六
四
頁
）
で
あ
っ
た
帝
號
が
統
一

者
そ
の
も
の
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

ま
た
白
川
は
、
殷
王
を
「
群
后
の
統
率
者
で
あ
り
萬
品
の
儀
表
で
あ
つ
て
、
す

べ
て
の
も
の
に
君
臨
し
つ
つ
こ
れ
に
超
越
す
る
最
後
の
統
一
者
」（
五
九
頁
）
で

あ
り
、統
一
者
と
し
て
の
帝
の
觀
念
を
「
王
者
の
超
越
性
・
神
聖
性
の
餘
映
」（
六
三

頁
）
と
見
な
す
。
そ
し
て
後
の
時
代
（
殷
末
）
に
帝
乙
・
帝
辛
と
い
う
王
號
が
出

現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
殷
王
が
「
み
づ
か
ら
の
存
在
性
格
を
自
覺
」（
六
三
頁
）

し
た
た
め
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
「
か
へ
つ
て
み
づ
か
ら
は
現
實
の
世
界
か
ら
離

れ
、
現
實
の
地
盤
は
崩
れ
ざ
る
を
え
」（
六
五
頁
）
ず
、
殷
王
朝
が
滅
亡
し
た
と

考
え
て
い
る
。

以
上
が
本
論
考
の
概
要
で
あ
る
が
、
一
九
四
九
年
に
發
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
そ
の
後
に
發
見
・
整
理
さ
れ
た
卜
辭
資
料
と
食
い
違
う
點
も
あ
る
（
た
と

え
ば
「
六
旬
」
の
字
釋
や
「
天
」
字
の
有
無
、
湯
王
（
大
乙
）
に
對
す
る
尞
祭
の

有
無
な
ど
）。
ま
た
白
川
自
身
の
考
え
に
も
変
化
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、『
字
統
』

（
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
、
新
訂
版
二
〇
〇
四
年
）
で
は
「
尞
」
の
字
源
を
「
木

を
組
ん
で
こ
れ
を
焚
く
形
」（
九
二
〇
頁
）
と
す
る
の
に
對
し
、「
帝
」
の
字
源
は

「
祭
卓
の
形
」（
六
三
七
頁
）
と
し
て
お
り
、
文
字
構
成
の
要
素
の
共
通
點
に
つ
い

て
も
内
面
的
關
連
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
な
い
。 

（
落
合
淳
思
）

「
衣い

ん
し祀

考
」

「
衣
祀
考
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
卜
辭
・
金
文
に
見
え
る
祀
禮
に
關
わ
る
論
考
は
、

著
者
の
研
究
初
期
（『
説
林
』
第
二
卷
第
四
號
、
一
九
五
〇
年
）
の
も
の
で
あ
り
、

文
字
数
八
千
字
あ
ま
り
の
小
論
で
あ
る
。
題
名
に
あ
る
「
衣
祀
」
が
、
殷
人
の
系

統
法
の
上
に
立
つ
祀
禮
で
あ
り
、
殷
人
の
世
界
觀
、
殷
人
の
國
家
神
話
の
体
系
に

基
礎
づ
け
ら
れ
た
独
自
の
儀
禮
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
世
界
觀
は
周
王
朝
に
正
し

く
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
考
に
は
章
分
け

は
な
く
、
起
承
轉
結
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

陳
夢
家
の
「
古
文
字
中
之
商
周
祭
祀
」（『
燕
京
學
報
』
第
十
九
期
。
の
ち
『
陳

夢
家
學
術
論
文
集
』
に
收
録
）
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
卜
辭
中
に
あ
ら
わ
れ
る
祭
祀

の
性
質
や
形
式
に
よ
る
分
類
と
、
祭
祀
對
象
の
上
か
ら
み
た
人
鬼
と
自
然
的
神
靈

の
大
別
を
枠
組
み
と
し
て
、
殷
人
の
祖
祭
體
系
の
う
ち
で
特
に
著
し
い
も
の
の
一

つ
と
し
て
、「
衣
祀
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
を
緒
言
し
て
論
が
進
め
ら
れ
る
。

ま
ず
經
典
に
見
え
る
衣
祀
の
訓
詁
か
ら
、
周
に
お
い
て
は
そ
れ
が
殷
祭
に
あ
た

る
こ
と
を
證
す
る
。

『
禮
記
』
曾
子
問
（「
服
を
除
き
、後
に
殷
祭
す
」）
に
み
え
る
「
殷
祭
」
を
、『
中
庸
』

「
壹
戎
衣
」
の
鄭
玄
注
「
衣
は
殷
の
よ
う
に
讀
む
」
を
引
い
て
解
し
た
の
ち
、
曾
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子
問
の
疏
を
引
き
、
殷
祭
が
喪
い
を
お
こ
な
っ
た
後
、
兩
周
年
の
祭
り
を
大
い
に

お
こ
な
い
、
祥
事
を
薦
め
る
「
大
祥
」
を
指
す
と
説
い
て
い
る
。

周
代
の
金
文
の
衣
祀
の
例
と
し
て
、
大
豐
簋
の
銘
文
「
乙
亥
、
王
又
（
有
）
大

豐
、王
凡
三
方
、王
祀
于
天
室
、降
。
天
亡
又
王
、衣
祀
于
王
不
（
丕
）
顯
考
文
王
、

事
喜
上
帝
」
を
擧
げ
、
衣
祀
さ
れ
る
の
は
そ
の
考
の
文
王
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ま
た
、
穆
王
が
父
の
昭
王
を
帝
祀
す
る
こ
と
を
記
し
た
剌
鼎
の
「
唯
五
月
、
王
才

（
在
）
□
、
辰
才
（
在
）
丁
卯
、
王
帝
、
用
牲
于
大
室
、
帝
昭
王
」、
周
の
三
王
に

對
す
る
帝
祀
（
合
祀
）
を
い
う
小
盂
鼎
の
「
□
□
用
牲
啻
周
王
□
（
武
）
王
成
王
」

の
例
を
擧
げ
、
周
に
お
け
る
帝
祀
、
衣
祀
の
内
容
の
檢
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

卜
辭
中
の
衣
祀
の
對
象
は
、「
自
上
甲
至
于
多
后
衣
」「
自
上
甲
至
干
武
乙
衣
」

と
あ
る
よ
う
に
、
お
お
む
ね
複
數
で
あ
る
と
言
い
、
續
い
て
卜
辭
中
の
帝
祀
の
對

象
は
い
わ
ゆ
る
뢂
祀
八
類
と
よ
ば
れ
る
自
然
的
神
靈
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
殷
王
朝

と
の
系
譜
的
な
關
係
の
も
と
に
語
ら
れ
る
に
至
っ
て
帝
祀
の
對
象
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
上
文
で
落
合
淳
思
氏
が
紹
介
す
る
「
帝
の
觀
念
」

を
參
照
）、
帝
祀
は
殷
に
あ
っ
て
は
祖
神
を
祭
る
も
の
で
あ
り
、
人
王
を
祀
る
祭

儀
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。
そ
こ
か
ら
、
小
盂
鼎
の
帝
祀
は
、
正
し
く
は
衣

祀
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
嫡
祖
祖
神
を
祀
る
帝
祀
を
以
て
よ
ぶ
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
同
じ
く
衣
祀
と
い
っ
て
も
殷
と
周
と
で
は
そ
の
實
質
が
異
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
問
題
提
起
と
、
陳
夢
家
が
前
掲
論
考
に
お
い
て
西
周
祭
祀
の
卜
辭
と

ひ
と
し
い
も
の
の
う
ち
に
衣
祀
と
帝
祀
と
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
疑
義
を
挿
む
。

こ
こ
か
ら
論
が
展
開
さ
れ
、
卜
辭
に
お
け
る
衣
祀
の
檢
討
が
行
わ
れ
る
。

「
自
上
甲
至
干
多
后
衣
」、「
自
上
甲
至
干
武
乙
衣
」
と
い
う
例
に
お
い
て
衣
祀

さ
れ
て
い
る
諸
王
は
、
お
そ
ら
く
は
世
次
に
關
す
る
直
系
の
諸
王
で
あ
っ
て
、
そ

の
他
の
諸
王
は
衣
祀
に
與あ

ず
かる
こ
と
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

衣
祀
の
對
象
と
さ
れ
る
六
示
は
、
第
二
次
世
系
の
上
甲
微
を
首
と
す
る
い
わ
ゆ

る
方
神
六
示
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
殷
の
世
系
―
い
わ
ゆ
る
六
示
に
つ
い

て
」、『
説
林
』
第
五
輯
、
一
九
四
九
年
を
參
照
）。

九
示
は
第
一
次
世
系
の
大
乙
を
首
と
す
る
祖
丁
ま
で
の
直
系
世
系
で
あ
る
。
九

示
に
上
甲
微
を
加
え
た
も
の
が
十
示
で
あ
る
が
、
辭
例
の
な
か
に
は
示
數
に
加
え

ら
れ
た
各
王
名
が
「
□
걥
兩
自
上
甲
大
乙
大
丁
大
甲
大
庚
大
戊
中
丁
祖
乙
祖
辛
祖

丁
十
示
率
牡
」
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
十
三
示
は
こ
れ
に
さ

ら
に
祖
乙
・
祖
丁
・
祖
甲
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
六
示
と
九
示
と
さ
ら
に
祖
乙

以
下
武
乙
ま
で
の
五
示
を
加
へ
る
と
二
十
示
と
な
り
、「
自
上
甲
至
于
武
乙
」
が

こ
れ
に
あ
た
る
。「
自
上
甲
至
干
多
后
」
と
は
お
そ
ら
く
こ
の
二
十
示
を
含
む
も

の
と
す
る
。

劉
盼
遂
が
、こ
れ
ら
多
示
の
祭
祀
は
殷
の
廟
制
に
關
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
、

殷
制
六
廟
説
を
提
示
し
て
い
る
（「
甲
骨
中
殷
商
廟
制
徴
」『
女
師
大
學
術
季
刊
』

第
一
卷
第
一
期
、
一
九
三
〇
年
所
収
を
參
照
）
こ
と
を
擧
げ
る
。
劉
氏
が
、
六
示

に
對
す
る
祭
祀
が
「
固
等
量
而
齊
觀
、
無
所
軒
周
者
矣
」
と
し
て
、
六
示
の
名
號

が
整
然
と
し
て
お
り
、
か
つ
同
程
度
の
隆
祀
を
享
け
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
六
示
は
も
と
も
と
方
紳
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
殷
の
國
家
形
成
に
伴
う
歴

史
の
要
請
に
本
づ
い
て
殷
王
朝
の
系
譜
上
に
架
構
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
と
論
駁
す
る
。
王
國
維
が
す
で
に
「
殷
周
制
度
論
」（『
觀
堂
集
林
』
卷
十
）

に
い
う
よ
う
に
、
殷
に
は
嫡
庶
の
制
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
宗
法
の
制
も
な
い
こ

と
を
論
じ
て
お
り
、
す
で
に
嫡
庶
の
制
な
く
ま
た
宗
法
の
な
い
と
こ
ろ
に
廟
制
の

成
立
し
う
る
理
由
の
存
在
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
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劉
氏
の
い
う
「
等
量
而
齊
觀
」
は
六
示
に
お
い
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
衣
祀
の
一

般
的
性
質
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

論
考
の
結
論
と
し
て
、
殷
王
朝
の
系
譜
を
考
え
る
場
合
に
は
、
唐
（
大
乙
）
よ

り
は
じ
ま
る
第
一
次
世
系
、
上
甲
微
以
下
の
六
示
よ
り
な
る
第
二
次
世
系
、
最
後

に

（
舜
）
以
下
の
第
三
次
世
系
と
い
う
構
成
の
次
序
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

衣
祀
に
お
い
て
決
定
的
な
こ
と
は
、
第
二
次
世
系
の
上
甲
微
以
下
が
祖
王
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
衣
祀
が
原
則
と
し
て
直
系
の
諸
王
を
對
象
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
祭
法
が
系
統
上
直
系
相
續
法
の
確
立
し

た
時
代
以
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

西
周
金
文
に
見
ら
れ
る
衣
祀
と
帝
祀
は
、
明
ら
か
に
殷
の
祭
法
と
異
な
る
も
の

で
あ
っ
て
、
さ
き
に
あ
げ
た
大
豐
簋
の
「
文
王
を
衣
祀
す
」
よ
り
、
か
え
っ
て
小

盂
鼎
に
「
周
王
武
王
成
王
を
帝
祀
す
」
と
あ
る
の
が
、
正
し
く
は
衣
祀
と
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

祖
神
嫡
祖
に
對
し
て
は
帝
祀
を
、
ま
た
直
系
祀
王
の
合
祀
に
對
し
て
は
衣
祀
を

行
っ
て
い
た
殷
禮
が
、
周
に
お
い
て
は
誤
っ
て
、
祖
王
に
對
し
て
も
帝
祀
を
行
い
、

ま
た
父
祖
を
ひ
と
り
だ
け
祀
る
と
き
に
も
衣
祀
の
名
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
と
な

る
。帝

祀
は
殷
人
の
世
界
觀
、
殷
人
の
國
家
神
話
の
體
系
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
儀
禮

で
あ
り
、
衣
祀
は
ま
た
そ
の
系
統
法
の
上
に
立
つ
祀
禮
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
れ

ら
の
祀
禮
は
殷
王
朝
の
崩
壞
と
と
も
に
滅
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
に
も
關
わ
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
周
王
朝
に
よ
っ
て
蹈
襲
さ
れ
た
。
し
か
し
殷
人
の
よ
う
な
世
界
觀

と
神
話
と
を
も
た
ず
、
ま
た
殷
人
と
同
様
の
系
統
法
を
も
た
な
か
っ
た
周
人
が
、

そ
れ
ら
の
祀
禮
を
正
し
い
意
味
で
繼
承
し
え
な
か
っ
た
の
は
當
然
で
あ
っ
た
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
の
論
考
は
、
後
に
「
一
應
試
論
の
範
圍
を
出
る
も
の
で
な
か
っ
た
」（『
殷
文

札
記
』
序
、『
白
川
靜
著
作
集
別
卷
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
）
と
著
者
が
い
う

も
の
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
が
、
殷
周
社
會
史
に
関
す
る
著
者
の
見
通
し
が
、
す

で
に
よ
く
示
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
と
い
え
る
。 

（
笠
川
直
樹
）

「
淮
戎
とし

ゅ
う氏

諸
器
」

『
立
命
館
文
學
』
第
四
一
八
・
四
一
九
・
四
二
〇
・
四
二
一
號
（
一
九
八
〇
年
）
に

發
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
閏
氏
諸
器
は
、
一
九
七
五
年
三
月
十
五
日
、
陝
西
省

扶
風
縣
莊
白
家
村
の
西
周
墓
葬
で
發
見
さ
れ
た
。
後
、扶
風
縣
文
化
館（
羅
西
章
）・

陝
西
省
文
管
會
（
呉
鎭
烽
・
雒
忠
如
）「
陝
西
扶
風
出
土
西
周
伯
閏
諸
器
」（『
文
物
』

一
九
七
六
年
第
六
期
）
に
お
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。
本
論
考
は
、
そ
の
閏
氏
諸

器
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
な
お
、こ
こ
に
い
う
閏
氏
諸
器
と
は
主
に
閏
鼎
一（
集

成2789

）・
閏
鼎
二
（
集
成2824

）・
閏
鮎
一
（
集
成4322

）
を
指
す
。（「
集
成
」

は
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
增
補
本
）』
中
華

書
局
、二
〇
〇
七
年
の
略
稱
。
以
下
同
じ
。
靑
銅
器
名
は
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、

本
論
考
に
記
述
さ
れ
た
名
稱
に
準
ず
る
。）ま
た
、同
出
の
器
群
に
も
言
及
が
あ
る
。

「
一
、
豫
西
の
諸
戎
」

「
一
、
豫
西
の
諸
戎
」

閏
氏
諸
器
は
、
長
文
の
銘
を
も
つ
閏
鼎
一
・
二
（
筆
者
注
：
原
文
の
一
頁
二
行

目
に
記
す
「
閏
鮎
一
・
二
」
の
「
鮎
」
は
「
鼎
」
の
誤
り
）
と
閏
鮎
一
の
三
銘
が
、

そ
れ
ぞ
れ
資
料
的
に
重
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
舊
著
録
の
閏
氏
諸
器
と
關
連
し

て
考
察
す
べ
き
問
題
を
も
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ら
を
器
群
と
し
て
檢
討
を
要
す
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
。
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こ
の
三
器
の
う
ち
、
閏
鼎
二
に
金
文
初
見
の
資
料
で
あ
る
淮
戎
の
語
が
あ
る
。

淮
夷
は
金
文
に
南
淮
夷
（

仲

（
集
成4435

）・
欧
父

蓋
（
集
成4464

））

あ
る
い
は
東
夷
・
南
夷
（
宗
周
鐘
（
集
成260

））
の
語
で
よ
ば
れ
、
夷
系
の
種

族
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
淮
戎
は
北
西
方
の
戎
種
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
本
源
を
異
に
す
る
外
族
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

戎
種
は
東
夷
西
戎
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
も
と
西
方
の
種
族
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
戎
種
の
諸
族
は
古
く
北
支
の
全
域
に
わ
た
り
、
東
は
濟
西
、
西
方
で

は
主
と
し
て
冀
南
・
豫
西
地
區
に
根
據
し
て
い
る
と
い
う
。

閏
鼎
二
に
み
え
る
淮
戎
も
、
お
そ
ら
く
豫
西
諸
戎
の
一
で
あ
り
、
そ
の
所
在
は
、

淮
戎
討
伐
の
こ
と
を
記
す
閏
鮎
一
に
よ
れ
ば
、
淮
水
上
游
の
地
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
戎
は
淮
夷
系
の
南
夷
・
東
夷
と
は
別
系
の
、
北
方
戎
種
の
屬
で
あ
る

こ
と
は
疑
い
が
な
い
と
い
う
。

「
二
、
新
出
の

「
二
、
新
出
の
閏
氏
三
器
」

氏
三
器
」

閏
氏
三
器
の
う
ち
、
閏
鼎
一
に
は
「
隹
九
月
既
望
乙
丑
」、
閏
鮎
一
に
「
隹
六

月
初
吉
乙
酉
」
と
あ
っ
て
、同
じ
く
瞋
穎
に
お
け
る
王
の
任
命
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
日
辰
は
同
年
の
暦
譜
に
入
り
う
る
。
し
か
し
鼎
一
と
鮎
一
と
で
は
作
器
の
對

象
者
が
異
な
る
た
め
、
器
の
制
作
は
い
く
ら
か
前
後
す
る
と
推
測
す
る
。
鼎
二
の

銘
文
は
、
そ
の
内
容
が
鮎
一
の
戰
役
に
關
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
同

じ
時
期
に
屬
し
、
鼎
二
に
淮
戎
を
禦
ぐ
こ
と
を
命
じ
る
征
命
を
記
し
、
鮎
一
に
は

そ
の
戰
果
と
獻
捷
の
禮
を
い
う
。

こ
こ
で
、
閏
鼎
二
の
銘
辭
の
解
説
を
行
う
。
そ
し
て
、
閏
氏
の
世
系
に
つ
い
て

考
察
し
、

鮎
一
（
集
成4122

）
に
文
祖
辛
公
、

鮎
二
（
集
成3863

）・

閏

（
集
成5420

）・

閏
尊
（
集
成5419

）（
筆
者
注
：
集
成
で
は
「

閏

」

と
し
て
い
る
）
に
文
考
乙
公
、
伯
閏
鮎
（
集
成4302

）
に
そ
の
父
を
皇
考
釐
王
、

伯
閏
鮎
（
集
成4115

）
に
西
宮
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
た
め
に
器
を
作

る
こ
と
か
ら
、

文
祖
辛
公

―
文
考
乙
公
（
釐
王
）・
妣
文
母
日
戊

―
文
考
甲
公
・
妣
日

庚

―
閏

と
い
う
關
係
を
た
ど
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
伯
閏
が

閏
の
本
宗
た
る
も
の
で

あ
り
、
閏
鼎
・
閏
鮎
の
閏
は
そ
の
嫡
系
の
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

次
に
閏
鼎
一
全
文
を
引
用
す
る
。
こ
の
銘
文
に
見
え
る
閏
に
命
服
を
賜
う
儀
禮

は
、
瞋
穎
と
い
う
軍
の
基
地
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
册
命
廷
禮
の
形
式
を
備

え
て
い
な
い
。
か
つ
そ
の
賜
與
者
が
王
で
は
な
く
、
王
盂
姜
と
い
う
王
后
た
る
人

で
あ
る
こ
と
も
、
極
め
て
異
例
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
儀
禮
が
王
盂
姜

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
理
由
と
し
て
、
閏
に
期
待
さ
れ
て
い
る
軍
事
的
行
動
の
對
象

が
、
お
そ
ら
く
姜
姓
諸
國
の
安
否
休
戚
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。

閏
鮎
一
に
は
、
征
命
に
關
し
て
父
母
の
威
靈
に
倚
る
明
確
な
表
現
が
與
え
ら
れ

て
い
る
と
し
て
、
そ
の
銘
文
を
引
用
す
る
。
こ
の
銘
文
の
征
命
は
瞋
穎
に
お
い
て

發
せ
ら
れ
た
が
、そ
れ
は
戎
（
筆
者
注
：
原
文
で
は
「
閏
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
戎
」

の
誤
り
で
あ
ろ
う
）が
砠
に
侵
寇
し
て
き
た
の
を
、碎
林
に
迎
擊
す
る
た
め
で
あ
っ

た
。
こ
の
銘
文
に
見
え
る
砠
や
碎
林
は
そ
の
地
を
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、「
運

戎
衛
」
の
衛
は
、

・

閏
諸
器
に
み
え
る
衛
・
衛
侯
の
地
、
す
な
わ
ち
文
獻
に

い
う
甫
、
ま
た
申
呂
の
呂
で
あ
る
。
當
時
豫
西
の
諸
戎
が
一
時
猖
獗
を
極
め
、
姜

姓
諸
國
の
う
ち
に
は
、
そ
の
故
地
を
棄
て
る
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測

し
て
い
る
。
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王
盂
姜
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
淮
戎
は
そ
の
故
國
に
と
っ
て
最
大
の
敵
對
者
で

あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
征
討
に
閏
氏
を
起
用
し
た
の
は
、
こ
の
地
域
の
作
戰
に
は
閏

氏
が
歴
世
そ
の
こ
と
に
任
じ
て
お
り
、
特
に
衛
侯
と
の
關
係
に
最
も
緊
密
な
る
も

の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
三
、

「
三
、

閏
と
衛
侯
」
侯
」

閏
鼎
二
に
、
閏
は
そ
の
征
命
を
受
け
た
こ
と
を
、
剌
考
甲
公
の
功
烈
を
繼
承
す

る
も
の
と
し
て
、自
ら
を
位
置
づ
け
て
い
る
。剌
考
甲
公
が
か
つ
て
そ
の
事
に
從
っ

て
功
烈
を
え
た
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
昭
穆
期
の

・

閏
、
お
よ
び
伯
閏
諸

器
に
い
う
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

閏
氏
は
も
と

閏
と
稱
し
、
殷
周
の
際
に
祿
父
の
亂
を
起
し
た
と
傳
え
ら
れ
る

祿
父
の
後
で
あ
る
と
い
う
。祿
父
の
こ
と
は
史
に
殆
ん
ど
傳
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

祿
父
が
そ
の
餘
裔
を
保
ち
え
た
の
は
、お
そ
ら
く
征
命
を
受
け
て
や
が
て
歸
順
し
、

周
の
統
治
政
策
に
協
力
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
殷
の
王
室
出
自
で
あ
る

氏
の
族

は
、
成
周
庶
殷
の
統
轄
者
と
し
て
そ
の
地
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、

閏

等

か
ら
そ
の
こ
と
が
分
か
る
と
い
う
。

・
閏
諸
器
に
お
け
る
周
の
統
率
者
は
、
伯
雍
父
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
が
、

閏
氏
三
器
に
は
、
伯
雍
父
の
名
は
み
え
な
い
。
し
か
し
閏
氏
が
か
つ
て
伯
雍
父
の

指
麾
下
に
あ
っ
た

伯
閏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
は
、
閏
氏
諸
器
と
同
出
の
器
群
の

う
ち
に
、
伯
雍
父
の
器
が
見
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
實
證
し
う
る
。
お
そ

ら
く
閏
氏
が
、
そ
の
總
帥
で
あ
る
伯
雍
父
よ
り
下
賜
を
受
け
て
、
閏
氏
の
器
群
と

と
も
に
そ
の
墓
中
に
收
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

同
出
の
器
に
は
他
に
諠

（
集
成9395

）
が
あ
り
、
諠
は
成
康
期
に

・
盤

な
ど
を
殘
し
て
い
る
作
册
諠
の
後
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
他
に
諠
盤
（
集
成

10068

）・
伯
諠

（
集
成9417

、9418

）
な
ど
の
器
も
あ
る
。
こ
れ
ら
銘
辭
の

示
す
特
徴
か
ら
い
え
ば
、
諠
は
殷
系
の
氏
族
で
あ
り
、
か
つ
當
時
成
周
庶
殷
の
一

と
し
て
そ
の
地
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
諠
氏
の
器
が
、
扶
風
法
門
の
閏

氏
墓
中
か
ら
同
出
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
つ
て
成
周
に
あ
っ
た
諠
氏
が
、
閏
氏
と

同
じ
く
の
ち
扶
風
に
入
り
、
そ
の
獻
器
が
閏
氏
の
墓
中
に
收
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

本
章
の
最
後
に
は
、
周
の
外
族
に
對
す
る
作
戰
行
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。
豫
西

淮
上
の
地
は
も
と
も
と
姜
姓
諸
國
の
勢
力
に
屬
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

地
は
し
ば
し
ば
淮
域
諸
夷
の
脅
威
を
受
け
、の
ち
に
は
荊
楚
の
擡
頭
に
苦
し
ん
だ
。

昭
穆
期
に
は
衛
侯
、す
な
わ
ち
甫
國
救
援
の
た
め
に
し
ば
し
ば
作
戰
が
行
な
わ
れ
、

・

閏
の
族
が
そ
の
こ
と
に
從
っ
た
。
閏
氏
諸
器
は
す
で
に
甫
國
失
陷
の
際
の

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
と
き
衛
を
侵
し
て
い
た
の
は
夷
種
で
は
な
く
、
姜
姓
諸

國
の
背
後
に
あ
る
豫
西
の
戎
で
あ
っ
た
と
い
う
。

「
四
、
異
族
と
の
戰
い
」

「
四
、
異
族
と
の
戰
い
」

異
族
と
の
交
戰
を
避
け
よ
う
と
す
る
周
の
政
策
は
、
の
ち
に
傳
統
的
な
も
の
と

な
っ
た
「
以
夷
制
夷
」
と
い
う
狡
猾
な
戰
力
保
存
の
方
法
で
あ
る
の
み
で
な
く
、

古
代
の
戰
爭
觀
に
お
い
て
、
異
族
と
の
接
觸
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
宗
敎
的
汙

穢
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
重
要
な
理
由
で
あ
っ
た
と
い
う
。
卜
辭
に
み
え
る

外
方
と
の
接
觸
の
際
に
、
種
々
の
祭
祀
儀
禮
が
行
わ
れ
、
呪
的
な
方
法
が
と
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
。
西
周
期
に
お
い
て
も
、
例

え
ば
周
初
の
禽
鮎
（
集
成4041

）
に
周
の
聖
職
者
明
保
た
る
周
公
、
大
祝
た
る

禽
が
、
王
の
絮
侯
討
伐
の
豫
備
儀
禮
と
し
て
、
呪
祝
を
な
し
た
こ
と
を
い
う
。

閏
氏
諸
器
に
記
す
儀
禮
的
記
述
に
も
、
一
般
の
銘
辭
に
み
え
な
い
異
質
の
と
こ
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ろ
が
認
め
ら
れ
る
。
閏
鼎
二
に
閏
が
征
命
を
受
け
た
こ
と
を
い
う
自
述
の
語
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
文
考
文
母
の
威
靈
に
よ
っ
て
そ
の
重
責
を
完
遂
し
た
と
い
う
趣
旨

で
あ
り
、
戰
爭
に
際
し
て
の
呪
儀
に
關
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
推
測
す
る
。

軍
事
に
お
け
る
婦
人
の
活
動
は
、
外
方
異
族
に
對
す
る
軍
事
的
行
爲
と
し
て
、

何
ら
か
呪
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
殷
の
軍
禮
の
傳
統

は
周
初
に
も
な
お
存
し
て
お
り
、軍
事
に
際
し
て
婦
人
が
活
躍
す
る
こ
と
が
あ
る
。

女
君
・
君
氏
の
こ
の
よ
う
な
軍
事
の
際
の
活
躍
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
婦
人
が
氏
族

の
保
護
靈
の
護
持
者
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
古
代
の
觀
念
に
發
す
る
も
の
で
は

な
い
か
と
い
う
。
軍
事
や
外
事
に
は
、
す
べ
て
氏
族
の
保
護
靈
を
奉
じ
て
行
動
す

る
の
が
常
例
で
あ
っ
た
。
戰
事
に
は
古
く
は
巫
女
も
そ
の
こ
と
に
あ
た
り
、
互
い

に
そ
の
呪
力
を
爭
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
古
代
的
呪
儀
の
遺
存
が
、
閏
氏
の
器
銘
の
う
ち
に
も
認
め
ら
れ
る

の
は
、
こ
の
庶
殷
の
軍
團
内
部
に
、
そ
の
古
儀
が
な
お
傳
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

「
五
、
小
結
」

「
五
、
小
結
」

春
秋
期
以
後
の
豫
西
諸
戎
の
動
靜
は
、
文
獻
に
そ
の
蹤
迹
を
し
る
す
も
の
が
あ

る
が
、
西
周
期
の
か
れ
ら
の
消
息
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
資
料
の
み
る
べ
き
も
の

が
な
く
、
そ
の
動
靜
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
閏
氏
諸
器
は
、
淮
戎
に
關

す
る
初
見
の
資
料
で
あ
り
、
西
周
期
の
豫
西
諸
戎
の
消
息
を
た
ど
る
上
で
、
興
味

あ
る
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
淮
戎
に
つ
い
て
は
、『
金
文
通
釋
』「
補
釋
篇
」（
筆

者
注
：『
白
川
靜
著
作
集
別
巻　

金
文
通
釋
』
六
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
、291

〜306

頁
參
照
）
に
器
銘
の
考
釋
を
加
え
た
と
き
、
問
題
の
指
摘
を
し
て
お
い
た

が
、
こ
こ
に
改
め
て
若
干
の
考
察
を
試
み
て
お
く
と
最
後
に
述
べ
て
い
る
。
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「
蔑
曆
解
」「
再
論
蔑
曆
」

「
蔑
曆
解
」
は
、初
出
が
『
甲
骨
學
』
第
四
・
五
合
併
號
（
一
九
五
六
年
）
で
あ
り
、

後
に
『
甲
骨
金
文
學
論
叢
』
第
一
〇
集
（
一
九
六
二
年
）
に
收
録
さ
れ
た
。
本
提

要
で
は
白
川
靜
著
作
集
別
卷
本
の
『
甲
骨
金
文
學
論
叢
』﹇
下
﹈
二
（
平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
）
に
據
る
。
内
容
は
殷
周
金
文
に
見
え
る
「
蔑
曆
」
の
語
の
解
釋
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
執
筆
當
時
得
ら
れ
た
金
文
で
の
「
蔑
曆
」
の
用
例
二
八
件
を
列
擧
す
る
。

つ
い
で
阮
元
（『
積
古
齋
鐘
鼎
彝
器
款
識
』
卷
五・
三
、

尊
條
）
の
「
蠠
沒
」「
密

勿
」「
黽
勉
」
と
同
義
の
語
と
す
る
説
や
、孫
詒
讓
（『
古
籀
拾
遺
』
卷
中
、
尊
條
）

の
「
蔑
」
字
は
「
勞
」
の
意
、「
曆
」
は
「
歷
」
の
借
字
で
「
行
」
の
意
と
な
り
、「
蔑

曆
」
で
「
そ
の
行
を
勞
ふ
」
の
意
と
な
る
と
す
る
説
な
ど
、
主
要
な
解
釋
を
列
擧

す
る
。
中
で
も
郭
沫
若
（『
金
文
叢
攷
』「
小
臣
븘
簋
銘
考
釋
」）
の
、「
蔑
曆
」
を

軍
事
に
關
係
が
あ
る
語
句
と
し
、「
蔑
」
字
を
「
免
」
の
意
と
し
、「
曆
」
を
甘
聲

の
「
𤯍
」
字
と
し
て
「
圅
甲
」
の
「
圅
」
の
意
と
し
、「
蔑
曆
」
の
二
字
で
解
甲
す

な
わ
ち
征
役
を
免
除
す
る
の
意
で
あ
る
と
す
る
説
を
、「
從
來
と
は
全
く
異
な
る
見

解
」
と
評
價
す
る
。
一
方
で
「
免
」
字
も
「
圅
」
字
も
別
に
金
文
に
存
在
す
る
こ
と
、

「
蔑
曆
」
の
用
例
の
中
で
軍
事
に
關
わ
る
も
の
は
全
體
の
三
分
の
一
ほ
ど
で
、
殘
り

は
祭
祀
や
册
命
賜
與
な
ど
他
の
事
例
に
屬
す
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
批
判
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
諸
説
の
「
い
ず
れ
に
も
な
お
釋
然
と
し
な
い
部
分
が
殘
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
て
、
以
下
で
白
川
靜
の
私
案
を
提
示
す
る
。

ま
ず
「
蔑
」
字
に
つ
い
て
は
、
そ
の
本
來
の
字
形
は
「
𦹋
」
で
あ
り
、「
伐
旌
」
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「
矜
伐
」「
伐
閲
」
の
意
味
で
の
「
伐べ
つ

」
の
本
字
で
あ
り
、
音
は
『
玉
篇
』
門
部
に

「
伐
」
を
「
閥
」
字
に
作
っ
て
「
扶
月
切
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
根
據
と
し
、

「
蔑
」
と
同
音
で
あ
り
、「
斬
伐
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
「
伐ば

つ

」
と
は
音
で
區
別

さ
れ
て
い
た
と
す
る
。

つ
い
で
「
蔑
」
字
甲
骨
文
の
字
形
「

」
に
注
目
す
る
。
白
川
氏
は
こ
れ
を
、

戰
捷
の
儀
禮
と
し
て
敵
方
の
媚
女
（
巫
女
）
を
戈
に
繋
け
て
こ
れ
を
誅
す
る
さ
ま
を

象
る
と
す
る
。
當
時
は
戰
爭
の
際
に
媚
女
を
從
軍
さ
せ
る
風
習
が
あ
り
、
そ
の
呪
力

で
も
っ
て
勝
利
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
風
習
は
、

「
功
伐
」「
伐
旌
」「
伐
閲
」
の
「
伐
」
字
の
初
義
の
も
と
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
と
す
る
。

そ
の
よ
う
な
風
習
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
補
證
と
し
て
、
甲
骨
文
に
見
え
る
帚
某

の
出
征
な
ど
、
殷
代
の
戰
爭
に
女
性
が
關
與
し
た
こ
と
を
擧
げ
る
。

「
蔑
暦
」
の
「
蔑
」
字
に
は
ま
た
禾
に
從
う
「
몺
」
字
が
あ
る
が
、「
禾
」
は
軍

門
を
意
味
す
る
「
和
」
の
初
文
で
あ
り
、
そ
の
「
禾
」
を
加
え
て
會
意
と
し
た
も

の
、
す
な
わ
ち
敵
方
の
媚
女
を
軍
門
に
お
い
て
戈
に
繋
け
、
そ
の
勝
利
を
祝
す
る

さ
ま
で
あ
る
と
す
る
。

次
に
「
曆
」
字
に
つ
い
て
の
解
釋
を
展
開
す
る
。
そ
の
初
形
「

」
は
『
周
禮
』

夏
官
・
大
司
馬
に
言
う
「
左
右
和
之
門
」、
す
な
わ
ち
左
右
の
軍
門
を
象
っ
た
も

の
と
す
る
。「
曆
」
字
の
從
う
所
の
「
曰
」
は
、
從
來
「
甘
」
と
釋
さ
れ
、
聲
符

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
字
は
甘
聲
の
「
𤯍
」
字
と
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
册
書
を
收
め
る
器
を
示
す
「

（
さ
い
）」
の

滋
生
字
で
、
器
中
に
誓
盟
・
祝
册
等
の
あ
る
形
に
象
る
と
し
、「
曆
」
は
軍
門
に

お
い
て
祝
册
載
書
を
用
い
る
さ
ま
を
象
り
、
そ
の
人
の
功
歴
を
表
彰
す
る
意
で
あ

る
と
す
る
。

以
上
の
「
蔑
」「
曆
」
二
字
の
解
釋
を
合
わ
せ
、
金
文
中
の
「
蔑
某
曆
」
は
某

人
の
功
烈
を
伐
旌
す
る
の
意
で
あ
り
、「
蔑
曆
于
某
」
は
そ
の
將
帥
た
る
某
人
に

蔑
曆
せ
ら
れ
る
と
い
う
被
動
態
、「
某
蔑
曆
」
も
某
人
が
蔑
曆
せ
ら
る
と
い
う
被

動
態
と
し
て
の
用
法
を
示
す
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
本
來
軍
旅
に
お
け
る
旌
表

を
意
味
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
「
蔑
曆
」
の
語
が
、
祭
祀
な
ど
の
際
の
旌
表
に
も

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
祭
祀
に
軍
事
的
儀
禮
と
し
て
の
意
味
を
含
ん

で
い
る
か
、他
の
事
項
に
も
擴
張
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、「
蔑
曆
」

に
「
曆

い
さ
を
しを
蔑あ
ら
はす
」
の
訓
を
與
え
て
い
る
。

以
上
が
初
出
の
際
の
内
容
で
あ
る
が
、『
甲
骨
金
文
學
論
叢
』
第
一
〇
輯
に
再

録
す
る
に
あ
た
り
、
附
記
を
加
え
、
そ
の
後
に
得
ら
れ
た
金
文
に
見
え
る
「
蔑
曆
」

の
用
例
五
件
の
確
認
と
、
そ
の
後
に
公
表
さ
れ
た
李
亞
農
（「
長

銘
釋
文
注

解
」）
と
郭
沫
若
の
新
説
（「
保

銘
釋
文
」）
の
紹
介
と
反
論
を
行
っ
て
い
る
。

「
再
論
蔑
曆
」
は
、
初
出
が
『
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
五
一

本
第
二
分
（
紀
念
李
濟
・
屈
萬
里
兩
先
生
論
文
集
、
一
九
八
〇
年
）
で
あ
り
、
中

文
で
書
か
れ
た
論
考
で
あ
る
。
後
に
『
白
川
靜
著
作
集
』
第
一
二
卷
（
平
凡
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
及
び
白
川
靜
著
作
集
別
卷
本
の
『
甲
骨
金
文
學
論
叢
』﹇
下
﹈
二

に
收
録
さ
れ
、
後
者
に
は
訓
讀
文
も
併
録
さ
れ
た
。
本
提
要
で
は
「
蔑
曆
解
」
と

同
樣
に
白
川
靜
著
作
集
別
卷
本
に
據
る
。
論
旨
は
「
蔑
曆
解
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、

構
成
・
展
開
が
異
な
る
。
全
三
段
構
成
で
あ
る
。

第
一
段
で
は
「
蔑
曆
解
」
後
に
公
表
さ
れ
た
も
の
を
含
め
て
先
行
研
究
を
紹
介

し
、
そ
の
多
く
が
音
通
假
借
に
よ
っ
て
論
を
展
開
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
正
鵠

を
得
て
い
な
い
と
批
判
す
る
。

第
二
段
で
は
、
象
形
・
會
意
は
造
字
の
本
で
あ
り
、「
蔑
曆
」
の
原
義
・
古
訓
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は
「
蔑
」
字
・「
曆
」
字
の
結
體
の
中
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て

先
行
研
究
の
う
ち
、
こ
の
手
法
を
試
み
た
も
の
と
し
て
劉
心
源
（『
奇
觚
室
吉
金

文
述
』
卷
三
、

敦
條
）・
郭
沫
若
（『
金
文
叢
攷
』「
小
臣
븘
簋
銘
考
釋
」、「
保

銘
釋
文
」
等
）・
劉
節
（「
古
代
成
語
分
析
擧
例
」）・
蔣
大
沂
（「
保

銘
考
釈
」）

の
説
を
紹
介
・
批
判
す
る
。

第
三
段
で
は
自
説
を
展
開
す
る
。
ま
ず
「
蔑
」
字
が
從
軍
し
た
媚
女
を
戈
に
繋

け
て
戮
す
る
さ
ま
を
象
り
、「
伐
旌
」
な
ど
の
意
味
が
こ
こ
か
ら
生
じ
た
こ
と
を

示
し
、
つ
い
で
「
曆
」
字
が
軍
門
に
お
い
て
載
書
を
用
い
て
軍
功
を
旌
表
す
る
こ

と
を
示
す
。「
曆
」
字
が
「
厂
」
に
從
う
の
は
、軍
行
の
際
に
設
置
さ
れ
る
舎
（
官
・

館
と
呼
ば
れ
る
）
を
示
し
、「
蔑
曆
」
の
禮
は
館
前
兩
禾
（
す
な
わ
ち
左
右
の
軍
門
）

の
閒
で
行
わ
れ
た
と
、「
蔑
曆
解
」
で
の
議
論
を
補
足
す
る
。

「
蔑
曆
」
に
關
し
て
は
、
拙
稿
「
蔑
歷マ

マ

新
探
」（
初
出
『
古
代
文
化
』
第
五
七
卷

第
九
號
、
二
〇
〇
五
年
。
後
に
『
西
周
期
に
お
け
る
祭
祀
儀
禮
の
研
究
』、
朋
友

書
店
、
二
〇
一
四
年
に
收
録
）
も
含
め
て
、
現
在
で
も
新
た
な
説
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、「
蔑
曆
解
」「
再
論
蔑
曆
」
で
は
發
表
時
期
の
關
係

に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、唐
蘭
の
「『
蔑
𤯍マ

マ

』
新
詁
」（
初
出
『
文
物
』

一
九
七
九
年
第
五
期
。
後
に
『
唐
蘭
先
生
金
文
論
集
』、
紫
禁
城
出
版
社
、

一
九
九
五
年
に
收
録
）
の
説
が
現
在
で
は
通
説
に
近
い
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
こ

れ
は
、「
蔑
」
字
が
「
伐
」
に
通
じ
、『
小
爾
雅
』
廣
詁
の
「
伐
、
美
也
」
を
根
據

と
し
て
「
稱た

た

え
美よ
み

す
る
」
の
意
で
あ
る
と
し
、
そ
し
て
「
𤯍
」
字
は
「
歷
」
に
通

じ
て
經
歷
・
功
績
の
意
で
あ
り
、「
蔑
𤯍
」
二
字
で
某
人
の
經
歴
・
功
績
を
稱
え

美
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
蔑
」
字
と
「
몺
」
字
が
古
文
字
に
お
い
て
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
』（
四
）（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
四
年
）

に
所
收
の
文
獻
『
曹
沫
之
陣
』
に
、「
曹
沫
」
の
「
沫
」
を
示
す
字
と
し
て
こ
の

兩
字
が
竝
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
證
明
が
得
ら
れ
た
。

（
佐
藤
信
弥
）

「
文
字
學
の
課
題
」

本
論
考
は
白
川
靜
に
よ
る
甲
骨
文
出
現
以
降
の
文
字
學
の
歩
み
を
記
し
た
も

の
。
そ
も
そ
も
は『
説
文
』研
究
史
を
纏
め
た『
説
文
新
義
』卷
十
五（
五
典
書
院
、

一
九
七
三
年
、
後
『
白
川
靜
著
作
集
別
卷　

説
文
新
義
八
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三

年
）「
通
論
篇
」
の
第
五
章
に
相
當
し
、
二
〇
〇
二
年
に
同
氏
『
字
書
を
作
る
』

に
該
章
の
み
單
獨
で
再
録
さ
れ
る
に
當
た
っ
て
加
筆
修
正
が
施
さ
れ
た

（
二
〇
一
一
年
に
は
同
書
は
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
收
録
さ
れ
た
。
本
提
要
の

底
本
は
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
と
し
頁
數
等
は
こ
れ
に
據
る
）。

『
説
文
新
義
』
版
（
著
作
集
別
卷
は
五
典
書
院
版
と
基
本
的
に
同
一
）
と
の
違

い
は
、
引
用
文
を
訓
讀
に
直
し
、
分
節
を
改
め
、
節
見
出
し
を
追
加
、
本
文
に
關

連
す
る
甲
骨
金
文
の
圖
版
を
追
加
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
り
内
容
に
大
幅
な
變
更
は

な
い
。
概
ね
一
九
七
三
年
當
時
の
内
容
を
保
存
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
四
四
頁
に

「
金
文
の
字
説
を
蒐
集
し
た
も
の
は
な
お
作
ら
れ
て
い
な
い
が
、
周
法
高
氏
が
そ

の
準
備
を
進
め
て
い
る
」
と
あ
る
。
後
の
『
金
文
詁
林
』
の
こ
と
で
あ
る
が
、
修

正
時
に
そ
の
こ
と
は
追
記
さ
れ
て
は
い
な
い
）。
各
節
の
見
出
し
は
次
の
通
り

一
、
古
代
文
字
資
料
と
文
字
學

二
、
新
し
い
文
字
學
の
體
系

三
、
説
文
學
か
ら
の
脱
却
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四
、
古
代
文
字
學
の
方
法
と
目
的

五
、﹇
甲
骨
金
文
學
論
叢
﹈
の
方
法
に
つ
い
て

第
三
節
ま
で
は
中
國
に
お
け
る
研
究
、
第
四
節
は
日
本
に
お
け
る
研
究
、
第
五
節

が
白
川
自
身
の
研
究
の
回
顧
と
な
る
。
以
下
、
本
論
考
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
主
な

研
究
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
通
り
。

甲
骨
の
出
土
を
契
機
に
、
文
字
に
關
す
る
學
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
説
文
』
に

依
據
し
た
内
容
を
改
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
か
か
る
研
究
の
嚆
矢
が
呉
大
澂

『
字
説
』（
一
九
一
八
年
）
で
あ
る
。
金
文
の
字
形
を
も
っ
て
『
説
文
』
の
字
説
の

無
稽
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
新
解
を
示
し
た
。
例
え
ば
、
奚
（

）
字
は
頭
に

物
を
戴
い
て
運
ぶ
象
形
で
、
そ
の
傍
證
と
し
て
朝
鮮
等
に
な
お
そ
の
俗
が
あ
る
と

す
る
。

甲
骨
を
用
い
た
文
字
學
の
初
期
の
研
究
に
、孫
詒
讓
『
契
文
擧
例
』（
一
九
〇
四

年
）、『
名
原
』（
一
九
〇
五
年
）、羅
振
玉
『
増
訂
殷
虚
書
契
考
釋
』（
一
九
二
七
年
）

等
が
あ
る
。
甲
骨
に
よ
っ
て
從
來
の
『
説
文
』
の
解
釋
を
改
め
る
こ
と
を
目
指
し

た
。
が
、
そ
の
字
説
は
『
説
文
』
に
比
し
て
字
形
の
把
握
が
正
し
い
が
、
そ
の
形

象
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
な
お
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
白
川
は
、
以
上
の

初
期
研
究
の
不
足
點
と
し
て
、
字
形
の
解
釋
に
お
い
て
全
體
に
渉
っ
て
こ
れ
を
統

貫
す
る
方
法
・
原
則
が
な
い
こ
と
、
字
の
形
象
に
寄
せ
た
當
時
の
人
の
心
意
に
對

し
て
の
無
理
解
を
擧
げ
る
。

そ
の
後
、
甲
骨
金
文
學
の
發
展
を
受
け
、
ま
た
西
洋
の
學
術
の
方
法
を
取
り
入

れ
て
文
字
學
を
體
系
的
に
記
述
し
た
も
の
が
登
場
す
る
。
白
川
は
そ
の
先
蹤
と
し

て
劉
師
培
『
中
國
文
學
教
科
書
第
一
册
（
文
字
篇
）』（
一
九
〇
五
年
）
を
擧
げ
る
。

文
字
を
文
法
・
文
學
の
基
本
と
捉
え
る
該
書
は
、
か
つ
て
の
經
學
の
具
と
し
て
の

「
小
學
」
か
ら
の
訣
別
を
意
味
す
る
。

つ
い
で
重
要
な
も
の
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
が
蔣
善
國
『
中
國
文
字
之
原
始
及

其
構
造
』（
一
九
三
〇
年
）
で
あ
る
。「
近
東
の
古
代
文
字
や
未
開
社
會
に
お
け
る

原
始
文
字
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
中
國
に
お
け
る
文
字
の
成
立
と
展
開
を
論
ず
る

そ
の
研
究
法
は
、
中
國
の
文
字
學
と
し
て
は
全
く
新
し
い
試
み
」（
四
六
頁
）
で

あ
り
「
そ
の
書
は
西
洋
に
お
け
る
人
類
學
・
社
會
史
學
者
た
ち
の
、
言
語
・
文
字

の
發
展
に
關
す
る
研
究
書
を
多
く
參
考
し
、
許
敍
に
い
う
文
字
の
成
立
展
開
の
あ

と
を
、そ
の
よ
う
な
古
代
文
字
學
の
立
場
か
ら
實
證
し
よ
う
と
し
た
も
の
」（
四
七

頁
）
で
あ
っ
た
が
、
甲
骨
金
文
の
研
究
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
從

來
の
説
文
學
の
範
圍
を
出
る
こ
と
な
く
し
て
終
っ
て
い
る
。

説
文
學
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
學
者
と
し
て
は
ま
ず
唐
蘭
を
擧
げ
る
。
著
作
に

『
殷
虚
文
字
記
』（
一
九
三
四
年
）、『
古
文
字
學
導
論
』（
一
九
三
五
年
）、『
中
國

文
字
學
』（
一
九
六
三
年
）
が
あ
る
。「
唐
氏
の
字
説
は
、
字
形
を
搜
羅
し
、
用
義

例
に
よ
っ
て
説
く
と
い
う
正
し
い
方
法
」
と
評
價
さ
れ
る
が
、「
文
字
を
そ
の
成

立
の
基
盤
に
お
い
て
考
え
る
と
い
う
視
點
を
缺
く
」（
五
一
〜
五
三
頁
）。
か
か
る

缺
點
を
克
服
す
る
に
は
、「
民
俗
學
・
宗
教
民
族
學
・
神
話
學
な
ど
、
當
時
の
生

活
と
習
俗
・
信
仰
、
思
惟
と
認
識
の
方
法
が
、
文
字
構
造
の
上
に
ど
の
よ
う
に
表

現
さ
れ
て
い
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
五
三
頁
）
と
言
う
。
續
い
て
、

孫
海
波
『
甲
骨
文
編
』（
一
九
三
四
年
）、『
古
文
聲
系
』（
一
九
三
五
年
）、『
中
國

文
字
學
』（
一
九
六
三
年
）
お
よ
び
馬
敍
倫
「
中
國
文
字
之
原
流
與
研
究
方
法
之

新
傾
向
」「
研
究
中
國
古
代
史
的
必
須
瞭
解
中
國
文
字
」（『
馬
敍
倫
學
術
論
文
集
』

一
九
五
八
年
所
收
）
の
學
説
が
批
判
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

以
上
ま
で
が
第
三
節
。
第
四
節
で
は
日
本
に
お
け
る
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
。
そ
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漢
字
學
硏
究　

第
五
號

の
初
期
研
究
す
な
わ
ち
高
田
忠
周
『
古
籀
篇
』、
中
島
竦
『
書
契
淵
源
』、
葛
城
理

平
『
改
訂
聯
解
字
源
』、青
井
貝
次
郎
『
易
原
闡
明
漢
字
一
元
論
稿
抄
録
』
は
『
説

文
新
義
』「
通
論
篇
」
第
四
章
に
既
述
の
た
め
省
略
さ
れ
る
。
ま
た
「
林
泰
輔
の

研
究
は
つ
い
に
刊
行
を
み
ず
」（
五
七
頁
）
と
あ
る
が
、こ
れ
は
恐
ら
く
同
氏
『
支

那
上
代
の
研
究
』（
一
九
二
七
年
）
井
上
哲
次
郎
序
に
い
う
未
刊
『
上
代
文
字
の

研
究
』
を
指
す
も
の
。
本
節
で
紹
介
さ
れ
る
の
は
加
藤
常
賢
お
よ
び
藤
堂
明
保
の

二
氏
で
あ
る
。

加
藤
に
は
「
漢
字
ノ
起
原
」（
一
九
四
九
〜
一
九
六
八
年
）、後
『
漢
字
の
起
原
』

（
一
九
七
〇
年
）
が
あ
る
。
か
か
る
學
説
に
つ
い
て
は
、
聲
に
よ
っ
て
字
を
説
く

こ
と
が
多
い
が
、
甲
骨
金
文
の
大
部
分
が
象
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
ま
ず

は
形
に
よ
っ
て
字
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
か
め
る
べ
き
だ
と
批
判
す
る
。

次
に
藤
堂
『
漢
字
語
源
辭
典
』（
一
九
六
五
年
）
に
つ
い
て
は
、
氏
の
單
語
家

族
す
な
わ
ち
一
群
の
漢
字
の
基
本
義
を
定
め
、
そ
こ
か
ら
字
義
を
説
く
方
法
は
一

種
の
語
源
説
で
あ
り
、
古
代
文
字
は
三
千
年
前
の
資
料
で
あ
っ
て
、
數
萬
年
に
遡

る
で
あ
ろ
う
言
葉
の
源
流
を
か
か
る
方
法
に
よ
っ
て
追
迹
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ

と
批
判
す
る
。

第
五
節
で
は
、
白
川
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
が
、
以
上
の
過
去
の
研
究
の
反
省
を

踏
ま
え
た
上
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
具
體
的
に
は
氏
の
『
甲
骨
金
文
學
論

叢
』（
一
九
五
五
〜
一
九
六
二
年
）
に
掲
載
の
論
考
「
釋
文
」「
釋
南
」「
羌
族
考
」

「
召
方
考
」「
釋
史
」「
作
册
考
」「
殷
代
雄
族
考
」「
釋
師
」「
蔑
曆
解
」「
媚
蠱
關

係
字
説
」「

辜
關
係
字
説
」「
載
書
關
係
字
説
」
の
解
題
と
な
る
。

本
論
考
を
通
じ
て
白
川
文
字
學
と
過
去
の
研
究
の
關
係
、
そ
の
研
究
方
法
に
先

蹤
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
呉
大
澂
の
影
響
は
白
川
自
身
が
隨
所
で
語
っ
て
い
る

の
で
有
名
で
あ
る
が
（
例
え
ば
『
回
思
九
〇
年
』
所
收
の
呉
智
英
と
の
對
談
「
雲

山
萬
疊
、猶
ほ
淺
き
を
嫌
ふ
」
等
）、本
論
考
に
よ
れ
ば
ほ
か
に
上
述
の
蒋
善
國
や
、

社
會
進
化
史
觀
に
本
づ
く
字
説
を
述
べ
た
劉
師
培
「
論
小
學
與
社
會
學
之
關
係

三
十
三
則
」（
一
九
〇
三
年
）
や
古
代
社
會
の
生
活
習
慣
と
文
字
の
構
造
を
關
連

さ
せ
て
説
い
た
程
樹
德
『
説
文
稽
古
篇
』（
一
九
三
○
年
）
が
白
川
文
字
學
の
形

成
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
白
川
文
字
學
の
方
法
、
そ
し
て
氏
の
考
え
る
文
字
學
の
課
題
に
つ
い

て
纏
め
て
お
き
た
い
。

文
字
學
の
方
法
は
、
①
「
古
代
文
字
の
形
義
の
示
す
と
こ
ろ
を
、
謙
虚
に
よ
み

と
る
」（
六
五
頁
）。
そ
の
た
め
に
は
、
字
形
の
古
い
材
料
す
な
わ
ち
甲
骨
金
文
を

材
料
と
し
、
そ
の
徹
底
的
な
研
究
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は

字
形
間
を
統
貫
す
る
解
釋
學
の
原
則
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
本
論
考
で
は

「

」「
曰
」「
言
」
の
一
系
を
例
に
加
藤
・
藤
堂
學
説
を
批
判
し
て
い
る
（
八
〇

〜
八
一
頁
）。
な
お
「
字
統
の
編
集
に
つ
い
て
」（『
字
統
』、
後
『
字
書
を
作
る
』

所
收
）
に
白
川
の
文
字
の
系
列
的
把
握
の
方
法
が
簡
潔
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
の
で

參
照
さ
れ
た
い
。
②
「
古
代
文
字
を
古
代
社
會
、
古
代
文
化
の
中
で
と
ら
え
る
」

（
六
六
頁
）。
白
川
は
、
古
代
文
字
は
そ
の
時
期
に
お
け
る
人
々
の
生
活
と
思
惟
の

文
字
的
形
象
化
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
解
釋
す
る
の
に
民
俗
學
的
な
方
法
を
用

意
す
べ
き
、
具
體
的
に
は
日
本
お
よ
び
周
邊
諸
民
族
に
遺
存
す
る
民
俗
と
そ
の
研

究
を
援
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。
そ
の
理
由
は
六
六
〜
七
一
頁
に
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
（
中
國
に
限
ら
ず
種
々
の
地
域
に
お
い
て
）
未
開
社

會
を
脱
し
た
段
階
（「
古
代
」）
に
お
い
て
、
文
字
は
當
時
の
儀
禮
執
行
者
で
あ
っ

た
聖
職
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
。
儀
禮
は
言
葉
に
よ
る
神
と
の
交
渉
に
ほ
か
な
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ら
な
い
が
、
神
に
よ
る
秩
序
と
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
傳
統
と
を
固
着
、
永

續
さ
せ
る
た
め
に
は
、言
葉
は
「
文
字
」
と
し
て
保
存
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
古
代
文
字
の
背
景
に
か
か
る
神
聖
儀
禮
の
存
在
が
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
て

ば
、
こ
れ
を
解
釋
す
る
の
に
民
俗
學
を
應
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
氏
の
見
解

は
首
肯
さ
れ
よ
う
（
そ
し
て
本
論
考
に
掲
載
の
研
究
史
に
よ
っ
て
、
か
か
る
發
想

が
白
川
の
獨
創
で
は
な
く
、
先
行
研
究
に
依
據
し
つ
つ
そ
れ
を
發
展
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
）。

次
に
文
字
學
の
課
題
に
つ
い
て
。
白
川
は
前
提
と
し
て
「
古
代
文
字
學
の
課
題

は
、
研
究
者
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
多
樣
で
あ
り
う
る
」
と
斷
わ
る
。
白

川
は
言
う
「
今
日
の
文
字
學
に
も
、
今
日
の
立
場
に
お
け
る
文
字
學
の
課
題
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
確
な
目
的
意
識
を
も
た
な
い
學
術
研
究
は
あ
り
え
ず
、
ま

た
そ
れ
は
存
在
の
意
義
を
も
ち
え
な
い
…
…
私
は
私
自
身
の
も
つ
要
求
に
從
っ

て
、
そ
の
課
題
を
設
定
し
て
い
る
」
と
。

そ
の
第
一
の
課
題
は
、「
古
代
文
字
の
示
す
そ
の
形
象
と
構
造
と
を
通
じ
て
、

ま
ず
そ
の
精
神
の
世
界
を
解
明
す
る
」（
八
二
頁
）
こ
と
。
日
本
の
民
俗
は
古
代

に
大
陸
か
ら
波
及
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
中
國
の
古
代
文
字
の
形
象
を
研
究
す
る

こ
と
を
通
じ
て
そ
の
こ
と
が
證
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
か
か
る
證
明
を
通
じ

て
古
代
に
お
い
て
民
俗
を
共
有
す
る
風
土
圈
が
あ
っ
た
こ
と
、
精
神
的
に
親
密
な

關
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
證
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
白
川
は
、こ
の
「
風
土
圈
」

（
八
三
頁
）「
精
神
の
世
界
」（
八
二
頁
）
つ
ま
り
「
東
洋
の
精
神
と
文
化
」（
八
二

頁
）
を
漢
字
の
起
源
研
究
を
通
じ
て
考
察
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
は
、
中
國
の
古
典
に
對
す
る
新
し
い
方
法
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
。
中
國
の
古
典
の
う
ち
（
狹
義
の
）「
古
代
」
資
料
と
し
て
信
頼
し
う
る
内

容
を
も
つ
も
の
は
、『
詩
』
と
『
書
』
の
み
で
あ
る
と
し
、
甲
骨
金
文
研
究
を
通

し
て
得
た
知
見
に
よ
っ
て
こ
れ
を
解
釋
し
直
す
べ
き
と
考
え
た
。
そ
の
實
踐
例
と

し
て
『
詩
經
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
〇
年
）
を
擧
げ
る
。

最
後
に
附
言
す
れ
ば
、
本
論
考
中
、
加
藤
・
藤
堂
二
氏
へ
の
批
判
の
箇
所
は
、

氏
の
か
つ
て
の
原
稿
「
文
字
學
の
方
法
」（『
文
學
』
一
九
七
〇
年
九
月
號
、後
『
文

字
逍
遙
』
所
收
）
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
該
稿
を
節
略
し
て
掲
載
し
た
も

の
と
言
え
る
。
よ
っ
て
兩
氏
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
「
文
字
學
の
方
法
」
も
參
照

さ
れ
た
い
。 

（
大
野
裕
司
）


